
2021年 度 教 育 研 究 活 動 報 告 用 紙（様式９） 

 

氏名   笹月 桃子 職名  教授 学位 医学博士（九州大学） 

 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 

・小児緩和ケア 

・小児の生命倫理 

・小児の臨床倫理 

小児、生命倫理、臨床倫理、小児緩和ケア、代理意思

決定、協働意思決定、きょうだい支援 

 

研  究  課  題 

1．自身の意向を表明できない胎児・新生児・小児・障害児のいのちに関わる医療の方針決定に際する医療者と

家族の協働意思決定はいかにあるべきか 

2．自身の意向を表明できない胎児・新生児・小児・障害児の代理意思決定とはいかに可能か 

3. 自己決定概念が基盤にある現代医療において脆弱な立場に置かれた子どもの最善の利益、尊厳はいかに  

捉え得るか 

3．重篤な病態や重度障害を抱える子どものきょうだいの心理社会的体験とは何か・支援はいかにあるべきか 

 

担  当  授  業  科  目 

・看護形態機能学I 

・看護形態機能学Ⅱ 

・初年次セミナー I 

・初年次セミナー II 

・医療と倫理 

・疾病学各論Ⅱ：小児科 

・緩和・終末期看護：小児緩和ケア 

・キリスト教と生命倫理（助産別科） 

・解剖生理学（栄養学科） 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【 看護形態機能学 I・II 】 

身体の構造と機能について断片的な個別の事象や名称の暗記科目にならないよう、生命の神秘、命の尊厳に

ついても意識しながら、相互作用や因果関係、連携など流れを把握できるよう日常生活や医療現場での話も  

交え、マクロとミクロの視野にて講義を行った。 

復習の促しと知識の定着のために、毎回講義冒頭に前回講義内容を範囲とした小テストを施行した。後期に

実施した解剖実習見学を通じて、いのちへの畏敬の念と医プロフェッショナルとしての覚悟を自身の内に 

芽生えさせ、自覚できるよう、綿密な事前事後学習の上で実習に臨めるよう支援した。 

授業科目名【 疾病学各論Ⅱ：小児科 】 

 範囲が膨大なので、疾患名と特徴的な症状の説明を一疾患一枚のスライドにて提示。適宜写真なども使用  

して視覚的に捉えやすくなるよう配慮した。対象として、成人との違いも意識させた。知識の定着のために、

毎回講義冒頭に前回講義内容を範囲とした小テストを施行した。 

授業科目名【 医療と倫理 】 

全て遠隔講義であったため、一方向性にならないよう、医療をめぐる倫理的な課題について、折々に意見を

求めながら講義を進めた。8 回講義のうち、最後の 2 回は、投票システム等を利用し、思考問題を提示し、

課題を自分ごととして考えさせつつ、他者の意見や思索を聞く機会とした。正解を示すのではなく、今後医

療者として倫理的課題に対峙した際の思考アプローチを示すよう努めた。 



授業科目名【 緩和・終末期看護学：小児緩和ケア 】 

 子どもが亡くなる、という事実に向き合う学習体験の峻烈さに配慮し、前向きなケアの在り方を紹介し、  

さらにこのような分野における看護師としての役割ややりがいについても紹介した。 

授業科目名【 初年次セミナー I・II 】 

初年次セミナーI 

① 昨年度の課題であったグループ学習については、グループ学習導入として講義3回目に学生の交流を図る

場を1コマ設けた。また、ミニレポート・レポート作成の進行途中に意見交換の場を作ることでグループ

学習の機会を増やした。 

② 学生の学習スキルをアップするために、ミニレポートではレポートの書式（構成）と文献検索スキルの習

得を重点に、レポート作成では講義の流れを、考える・思考に重点におき授業を展開した。 

③ 担当教員5名で、講義前後に講義の内容・指導方法について詳細な打ち合わせをした。講義の指示内容に

ついては、教員間で統一をはかった。 

初年次セミナーII 

①初年次セミナーⅡでは、初年次セミナーⅠで学修した基礎的知識・スタディスキルズの強化を図り、プレ

ゼンテーションの機会を設けた。 

②学習内容・進度にあわせた講義進行を行い、発表・まとめを12月中に終了するようにした。そのため学生

はポートフォリオ提出までの時間的余裕ができた。 

③プレゼンテーションの評価表について、評価表の見直し・修正を行った。 

④発表時の評価は、担当者5名に看護学科教員1名を加えた計6名で実施した。複数の教員による評価で、

より客観的な評価を行うようにした。 

⑤プレゼンテーションの後、学生・教員による評価を行い、優秀賞と準優秀賞を選出し発表の場を設けた。

また、グループ別に評価をとおして自己の振り返りを行う時間を設けた。 

授業科目名【 キリスト教と生命倫理 】（助産別科） 

出生前診断や重篤な病態・重度の障害を抱える新生児の治療中止等をめぐる現代の周産期医療現場の課題を共

有した。その上で、医療者としてそこで生じる倫理的ジレンマにいかに対峙するか、どのように妊婦・母親・

家族と協働するかについて考察する機会とした。 

授業科目名【 解剖生理学 】（栄養学科） 

身体の構造と機能について断片的な個別の事象や名称の暗記科目にならないよう、生命の神秘、命の尊厳につ

いても意識しながら、相互作用や因果関係、連携など流れを把握できるよう日常生活や医療現場での話も交え、

マクロとミクロの視野にて講義を行った。復習の促しと知識の定着のために、毎回講義冒頭に前回講義内容を

範囲とした小テストを施行した。 

 

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 

日本小児科学会 

 

 

日本小児神経学会 

 

 

 

 

日本小児血液・がん学会 

 

 

日本緩和医療学会 

日本小児科学会専門医 

倫理委員会委員（2020年〜） 

 

第 58−62 回日本小児神経学会学術大会実践教育   

セミナー企画責任 

第 59−62 回日本小児神経学会学術大会シンポジウム 

企画責任 

 

教育研修委員会（緩和ケア等事業委員会）委員（2015

年〜） 

 

日本緩和医療学会緩和ケア研修指導者（2011年〜） 

1994年〜 

1998年〜 

 

2010年〜 

 

2015年〜 

 

 

2015年〜 

 

 

2015年〜 



 

２０２1年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 

単著・ 

共著の

別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名

称 

概      要 

（著書） 

臨床倫理の考え方と実

践：医療・ケアチームの

ための事例検討法 

 

 

 

＜反延命＞主義の時代：

安楽死・透析中止・トリ

アージ 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

2022.2 

 

 

 

 

 

2021.7 

 

東京大学出版会  

 

 

 

 

 

現代書館 

 

清水哲郎、会田薫子、田代志門

編著 

分担執筆 pp.53-55 

「親・家族が小児の治療を望ま

ないとき」 

 

小松美彦、市野川容孝、堀江宗

正編著 

分担執筆 pp.201-232 

「小児科医の問いと希望」 

 

（学術論文） 

De novo ATP1A3 variants 

cause polymicrogyria. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Brain-sparing cord 

blood transplantation 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

2021 Mar  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 Jun  

 

 

Science Advances 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mol Genet Metab Rep. 

 

 

Miyatake S, Kato M, Kumamoto 

T, Hirose T, Koshimizu E, 

Matsui T, Takeuchi H, Doi H, 

Hamada K, Nakashima M, Sasaki 

K, Yamashita A, Takata A, 

Hamanaka K, Satoh M, Miyama T, 

Sonoda Y, Sasazuki M, Torisu 

H, Hara T, Sakai Y, Noguchi Y, 

Miura M, Nishimura Y, 

Nakamura K, Asai H, Hinokuma 

N, Miya F, Tsunoda T, Togawa 

M, Ikeda Y, Kimura N, Amemiya 

K, Horino A, Fukuoka M, Ikeda 

H, Merhav G, Ekhilevitch N, 

Miura M, Mizuguchi T, Miyake 

N, Suzuki A, Ohga S, Saitsu H, 

Takahashi H, Tanaka F, Ogata 

K, Ohtaka-Maruyama C, 

Matsumoto N. 

 

Yada Y, Torio M, Koga Y, 

Yamashita F, Ichimura T, 

 

 

日本生命倫理学会 

 

 

 

日本臨床倫理学会  

将来構想委員会 小児緩和ケアWPG員（2014年〜） 

 

第28回日本生命倫理学会年次大会プログラム委員 

第30−33回同大会シンポジウム企画者 

新生児・小児部会 幹事（2021年〜） 

 

臨床倫理認定士（2016年〜） 

上級倫理認定士（2021年〜） 

上級倫理委員会委員（2022年〜） 

 

 

2016年〜 

 

 

 

2016年〜 



２０２1年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 

単著・ 

共著の

別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名

称 

概      要 

for the borderline 

stage of 

adrenoleukodystrophy.  

 

 

Neurodevelopmental 

Outcomes of High-Risk 

Preterm Infants: A 

Prospective Study in 

Japan.  

 

 

 

 

18 トリソミーの子ども

の家族の医師との話し合

いにおける心理社会的体

験 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

2021 Oct 

 

 

 

 

 

 

 

 

In press 

 

 

 

 

 

Neurol Clin Pract. 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本周産期医学学会

雑誌 

Eguchi K, Ishimura M, 

Mushimoto Y, Hiwatashi A, 

Sasazuki M, Kira R, Sakai Y, 

Ohga S.  

 

Torio M, Iwayama M, Sawano T, 

Inoue H, Ochiai M, Taira R, 

Yonemoto K, Ichimiya Y, 

Sonoda Y, Sasazuki M, 

Ishizaki Y, Sanefuji M, 

Yamane K, Yamashita H, Torisu 

H, Kira R, Hara T, Kanba S, 

Sakai Y, Ohga S.  

 

櫻井浩子,笹月桃子,加部一彦 

（翻訳）     

（学会発表） 

子どもの声を代弁する 
シンポジウム:小児神経
領域における緩和ケアの
今とこれから〜10年先
を見据えて〜 

 

小児緩和ケアにおける薬
剤師の役割の多元性 
シンポジウム:小児緩和
ケアと薬物療法？薬剤師
はどう関わるのか？ 
 
 
重篤な病態や重度の障害
を抱える子どもの意思決
定支援の特性 
ワークショップ: 小児医
療におけるアドバンス 
ケア プランニングの理
念定義とその主体の曖昧
さ 

 

 

 

 

2021.5.28 

 

 

 

 

2021.10.10 

 

 

 

 

 

021.11.28 

 

第63回日本小児神経
学会学術集会 

 

 

 

第 31 回日本医療薬学

学会年会 

 

 

 

 

第33回日本生命倫理
学会年次大会 

 

 

 

 

 

 

 

 



外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 

研 究 者 

○代表者（ ）内は

学外者 

交付決定額 

（単位：円） 

子どものいのちに関わる協働意思決定の実態

調査研究～小児科医と家族の対話の構造化～ 

 

 

小児緩和ケアの対象となる子どもの QOL向上

に向けた看護師教育プログラムの開発 

 

 

子どもを亡くした家族のビリーブメントプロ

グラム開発 

 

 

小児からの臓器提供にかかる基盤整備と普

及・教育システムの開発に関する研究 

 

新生児臨床倫理コンサルテーションシステム

構築及び新生児医療の倫理的判断基準の検討 

 

 

 

重篤な病態を抱える子どものきょうだいに対

するパフォーミングアーツを活用した支援の

検討 

科学研究費補

助金・基盤研究

(C) 2021-24  

 

科学研究費補

助金・基盤研究

(B) 2019-23 

 

科学研究費補

助金・基盤研究

(C) 2021-24  

 

厚生労働科学

研究費2021-24 

 

国立成育医療

研究開発費：

2021-23 

 

 

本学共同研究

費：2021年度 

 

○笹月 、（酒井、板

井、加部、櫻井、松

岡） 

 

（○松岡、奈良間、

川合、岡崎）、笹月 

 

 

（○藤田、濱田）、

笹月 

 

 

（○荒木、種市、多

田羅、他）、笹月 

 

（○賀藤、髙橋、掛

江、加部、横野、武

藤、稲森、瀧本）、

笹月 

 

○笹月、野井、文屋、

樋口、山本 

 

代表 4,030,000 

 

 

 

分担（総15,730,000） 

 

 

 

分担（総3,770,000） 

  

 

 

分担（総9,685,000） 

 

 

分担（総1,232,000） 

 

 

 

 

代表 1,151,780 

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 

（単位：円） 
備   考 

    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 

（内    容） 
役 職 名 等 

任     期 

期  間  等 

・厚労省委託事業、現在日本緩和医療

学会及び日本小児血液がん学会 共

催事業、「小児科医のための緩和ケア

教育プログラム：CLIC」 

 

・新生児生命倫理研究会 

 

プログラム作成・コアファシ

リテーター・講師 

 

 

 

世話人 

 

2010年〜現在に至る 

年に2〜4回定期開催継続中 

 

 

 

2019年〜現在に至る 

 



・九州大学病院小児緩和ケアチーム及

び小児倫理コンサルテーション 

 

・福岡市立こども病院 

 

 

・研究支援（学会雑誌論文査読） 

 

・九州大学医学部小児科 

・中村学園大学栄養科学部栄養科学科 

・京都大学大学院医学研究科  

 

・東北大学文学研究科社会学 

・修猷館高校 

 

 

・グリーフケア・スピリチュアルケア
に取り組む人のための小さな学び場 
 
・厚生労働省 第5回「小児からの臓
器提供に関する作業班」 
 

・厚労省小児がん拠点病院等の指定要

件に関するワーキンググループ 

 

・令和３年度 九州・沖縄ブロック小
児がん看護研修会 
 
 
・第31回生命倫理研究会 

 

医師 

 

 

倫理委員会外部委員 

非常勤医師 

 

 

 

非常勤講師 

非常勤講師 

非常勤講師 

 

特別講義 

特別講義 

 

 

講演 

 

 

ヒアリング 

 

WG員 

 

 

講演 

 

 

講演 

2015年4月〜現在に至る 

 

 

2018年4月〜現在に至る 

 

 

 

 

2017年度〜：小児臨床倫理の講義 

2019年度〜：小児疾病の講義 

2019年度〜：小児臨床倫理の講義 

 

2021.8.4  

2021.12.3 

 

 

①2021.5.14, ②2021.5.22 

 

 

2021.9.6 

 

2021.4〜 

 

 

2021.10.30 

 

 

2021.10.31 

 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

倫理審査委員会 委員 2018年〜 

保健福祉学部附属研究所 運営委員 2018年〜 

学生総合支援室 室長 2021年〜 

看護学科 国試対策強化学習講義 

 


